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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1 6

■２.環境 ■６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 5

□1.省人化 ■5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 2 6
開発目標 ■2.省力化 ■6.安全性向上 ■10.省資源・省エネルギー 3 7
（選択） ■3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 □11.品質の向上 4 8

■4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 5 10

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（16.0％）　□2.同程度　□3.低下（％）　番号： 1
2.工程 ■1.短縮（72.6％） □2.同程度　□3.増加（％）　 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 ヒロセ株式会社 協会名

会社名： 住所：

 名古屋市中村区名駅南1丁目16番30号

技術 担当部署： TEL：  052-588-8510
FAX：

担当者名： mail:

 尾方 武文 
会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

評価（事前・事後）

分類

登録番号

区分

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

中国地方整備局 2011.03.31

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

CG-100033-A

活用の効果

もたれ式擁壁（現場打ち）
16.0%
72.6%

2（1）

新技術概要説明資料（１／５）

名称 ＨＨＷ(ハイパーウォール)
収受受付年月日 平成25年11月5日

登録No. 1480

変更受付年月日

問合せ先

ヒロセ株式会社

中部補強土事業部 052-588-8514

054-205-6235

h-iwasaki@hirose-net.co.jp

t-ogata@hirose-net.co.jp

2010年

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

ハイパープレメッシュで部材を構成し，擁壁使用できる
本設仕様のカゴ製品

開発年

番号：
1

1-1-4.共通工／擁壁工

ヒロセ株式会社
共和ハーモテック株式会社

　耐久性に優れた合金めっき溶接金網（ハイパープレメッシュ）をかご状に構築し，割栗石や玉石を中
詰材として充填した高排水性の擁壁を構築する技術である。
 本技術では，壁面部材としてφ6・φ9mmの合金めっき溶接金網を用い,中詰材による側圧に対して線
径・網目間隔の最適設計を行い，軽量化を実現した。中詰材に割栗石や玉石を用いるため，擁壁背面か
らの湧水を壁体全面で排出する高排水性能を持ち，現場打ち擁壁と比べ軽量かつ可とう性を有する擁壁
が構築可能である。
【ハイパープレメッシュとは】
　連続式溶融めっき方法により製造された，溶融亜鉛-10%アルミニウム合金めっき鉄線を用いて溶接加
工することにより製造した先めっき溶接金網で，(財)土木研究センターの建設技術審査証明を取得。(
建設技術審査証明 第0801号)
【適用分野】
擁壁工や護岸工、流路工、山腹工、災害復旧工等

静岡県静岡市葵区伝馬町24番地2号

中部補強土事業部　静岡営業所 054-250-8866

岩崎 裕範 

ヒロセ株式会社



ＨＨＷ(ハイパーウォール) 登録No. 1480

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

ＨＨＷ施工歩掛(自社歩掛)

土木工事施工管理基準-ふとんかご・かご枠工

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・中詰材の粒径は150㎜～200㎜であり、現地発生土を使用することができない

（長　所）
・従来技術に比べ型枠工・コンクリート打設等の作業が大幅に削減され，狭あいな場所でも人力にて
擁壁を構築できる。
・従来技術と比較して，製品単価の軽減により経済性が16.0％向上した。また，軽量部材による施工
時間の低減やコンクリートの打設・養生が不要なことで施工性も72.6％向上した。
・中詰材に割栗石や玉石を用いるため、擁壁背面からの湧水を壁体全体で排出する高排水性を持ち，
現場打ち擁壁と比べ軽量かつ可とう性を有する擁壁の構築が可能。

A-2

1.設置個所の掘削・整形作業
2.吸出し防止材敷設
3.本体設置・組立
　※前面網、背面網、補強材、中枠、コイルの設置および組立
4.中詰・埋戻工
　※バックホウにて仕上がり25㎝を目安に撒き出し
5.端部処理
　※最端部に側面網設置し、コイル締結および補強材設置
6.上段部の施工
7.最上段部の施工
　※必要に応じて最上段上蓋（箱型と前法型）を取付ける

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

【メーカー販売価格】
壁面部材（箱型2000型）…28,000円/㎡
側面部材（箱型2000型用）…11,500円/㎡　　※㎡単位は正面投影面積

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）



登録No. 1480

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り(番号:5023371)□2.出願中 □3.出願予定  □4:無し 番号 1
特許番号 5023371

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

・中詰材の投入は、極力低い位置（高さ1m程度以下）より行う
・バックホウによる中詰材投入後、手作業で割栗石の空隙を少なくする
・中詰材の重量管理は、使用する石材の種類・質量と、中詰材の使用量について確認を行う

（適用できる条件）
・建設機械としてバックホウを使用するため、作業スペースとして旋回半径3.0m～8.0m程度必要
・資材搬入路として幅3.0m程度が必要
・擁壁高8.0m以下、中詰材の粒径150mm～200mm

・擁壁の安定計算は、「道路土工擁壁工指針」に準拠する
・上蓋は構造上必要ないが、現場状況に応じて、上蓋の取り付けを検討する

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 ＨＨＷ(ハイパーウォール)

A-3

（適用できない条件）
・設計計算により擁壁の安定が確保されない場合
・設計流速が6.5m/sを超える区間

残された課題：自社歩掛りの妥当性の確認
開発計画：実際の現場にて自社歩掛の精度を向上させる

試験方法：前法型、箱型各々の試験体を構築し、試験を実施する
結果：一連の施工において特に問題はなく、特殊なブロック工が不要なことを確認した。また、出来形において
も全ての項目の規定値を満足した。

ＨＨＷ（高耐久合金メッシュ擁壁）マニュアル
建設技術審査証明書 建技審査 第0801号「ハイパープレメッシュ」写し

(財)土木技術センター

ハイパープレメッシュ

建設技術審査証明事業　建技審証第0801号

2008/6/18



A-4

登録No. 1480

実績件数 公共機関： 41 民間：

発　注　者 施工時期
国土交通省
中部地方整備局
多治見砂防国道事務所

～2013/6/27

国土交通省
近畿地方整備局
国営明石海峡公園事務
所

～2012/11/13

国土交通省
近畿地方整備局
福知山河川国道事務所

～2012/10/19

国土交通省
佐賀国道事務所

～2012/2/24

愛知県
新城設楽建設事務所

～2013/6/11

北海道
函館建設管理部

～2013/3/4

鳥取県
八頭総合事務所

～2012/11/21

愛媛県
中予地方局

～2012/11/1

長崎県
南島原市役所

～2012/11/8

右左口土地区画整理組
合

～2012/4/20

3

CORINS登録No.

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 ＨＨＷ(ハイパーウォール)

工　事　名

中道造成工事

市道後登龍七俟線道路改良工事

地すべり防止施設災害復旧工事

林道因美線（河津原工区）開設工事

平成24年度 道路災害防止工事(一
般県道和市清崎線)

野田追川通常砂防工事

平成24年度21号御岳地区整備工事2
号

農村広場地区整備工事

丹波綾部道路保井谷改良工事

佐賀497号畑島千田島地区改良工事



登録No. 1480

壁面材組立状況(箱型) 壁面材組立状況(前法型)

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 ＨＨＷ(ハイパーウォール)

A-5

構造図（箱型） 構造図（前法型）

箱型完成写真 製品規格図


